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平
成
17
年
度 

  

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定 

佐
倉
市
市
民
協
働
の
推
進
に
関
す
る
条
例
を
制
定 
9月定例会 

　ª月定例会は、ª月¢日から29日までの26日間にわたり開かれました。今定例会では、「平成

18年度佐倉市一般会計補正予算」など議案33件が提出され、すべて原案のとおり承認・認定・

可決・同意しました。

　請願・陳情については『「農地・水・環境保全向上対策」に関する請願』など™件（うち

継続審査案件¡件）、議員発議については「出資法の上限金利の引き下げ等を求める意見書」

など∞件を提出し審議しました。

　一般質問には、各会派の代表質問に§人、個人質問に11人が登壇し、市政について広範囲の

質問を行いました。

小竹小学校（余裕教室を活用した学童保育所を12月に開設予定） 小竹小学校（余裕教室を活用した学童保育所を12月に開設予定） 

決算審査特別委員会の審査 

No.４２ 

　平成17年度の一般会計・特別会計・水道事業会計の決算審査を行うため、 

決算審査特別委員会を設置しました。選出した委員は次のとおりです。 

◎中村克几　○櫻井道明　　道端園枝　　岡村芳樹　　兒玉正直 

　川名部実　　宮部恵子　　神田徳光　　櫻井康夫　　押尾豊幸 

　中村孝治　　冨塚忠雄　　寺田一彦　　　　　　　　◎委員長　○副委員長 

　決算審査特別委員会は、£日間に 
わたり一般会計歳入歳出決算認定な 
ど10議案について、行政効果ならび 
に費用対効果を中心に、適正かつ効 
率的に執行されているか審査を行い 
ました。
 

　定例会の最終日には中村克几委員長の審査結果報告があり、次の£点を要望しま 
した。
  
①集中改革プランを進めていくうえでのアンケート調査については、より具体的な 
　数値が得られるよう、引き続き研究されたい。 
 

②消防団は地域の防災活動に不可欠であり、市はその活動に対し、住民の理解が得 
　られるよう、防災上また市民協働の観点からも積極的に支援されたい。 
 

③敬老事業については、事業全体を見直し、参加者の満足を得られること、また参 
　加者の増加に向け、更なる努力をされたい。

決算審査特別委員会を設置 

平成17年度決算を審査

歳入決算額 歳出決算額 差引残額 

（円） （円） （円） 

③ 38,649,751,699 36,834,039,995 1,815,711,704

特　 
④ 12,676,550,761 12,659,763,313 16,787,448

⑤ 12,911,730 12,911,730 0

別 
⑥ 247,884,687 247,884,372 315

⑦ 2,539,877,377 2,501,270,655 38,606,722

会 
⑧ 9,827,300,234 9,797,411,234 29,889,000

⑨ 21,711,730 21,703,142 8,588

計 
⑩ 5,812,318,665 5,722,634,937 89,683,728

⑪ 5,997,847 1,072,140 4,925,707

事業収益 事業費用 純利益 

（円） （円） （円） 

⑫ 3,685,923,906 3,216,447,935 469,475,971

※丸数字は議案番号 

平成17年度会計別決算の状況 

会　計　名 

※丸数字は議案番号 

会　計　名 

一 般 会 計  

国民健康保険 

交通災害共済事業 

公共用地取得事業 

下 水 道 事 業  

老 人 保 健  

農業集落排水事業 

介 護 保 険  

災害共済事業 

水 道 事 業  



●
市
民
協
働
型
自
治
運
営
に
つ
い
て 

　
　
市
民
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
が

活
発
に
行
わ
れ
、
活
力
あ
る
ま
ち
を

つ
く
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
共
通
の

願
い
で
あ
る
。
今
日
の
地
域
社
会
に

お
い
て
は
、
個
人
の
生
活
重
視
の
志

向
が
強
ま
っ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

社
会
へ
の
関
心
も
希
薄
に
な
っ
て
き

て
い
て
、
自
治
会
等
の
役
員
の
引
き

受
け
手
が
い
な
い
よ
う
な
地
域
も
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
市
民
協
働
型
自

治
運
営
の
推
進
に
関
し
て
、
ど
の
よ

う
な
計
画
を
し
て
い
る
の
か
。 

　
　
本
議
会
で
市
民
協
働
の
推
進
に

関
す
る
条
例
を
提
案
し
、
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
こ
の
条
例
に
お
い
て
は
、
行
政
、

地
域
、
そ
し
て
市
民
公
益
活
動
の
３

つ
の
側
面
に
対
す
る
市
民
参
加
を
推

進
す
る
た
め
の
制
度
を
盛
り
込
ん
で

い
る
。
具
体
的
に
は
、
政
策
形
成
過

程
参
加
手
続
き
、
地
域
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
へ
の
支
援
、
市
民
公
益
活
動

へ
の
支
援
を
位
置
づ

け
、
市
民
協
働
に
よ

り
自
治
力
を
高
め
、

魅
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。 

●
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て 

　
　
平
成
17
年
度
決
算
の
概
要
と
と

も
に
、
決
算
に
影
響
を
与
え
た
と
思

わ
れ
る
制
度
改
正
な
ど
の
状
況
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
厳
し
い

現
状
の
中
で
、
将
来
に
向
け
て
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
の
か
。 

　
　
平
成
17
年
度
は
、
枠
配
分
と
し

て
各
部
局
に
お
い
て
、
重
要
度
に
応

じ
て
事
業
額
を
決
定
し
、
こ
れ
に
基

づ
き
予
算
執
行
を
進
め
た
結
果
、
黒

字
決
算
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
指
名
競
争
入
札
か
ら
一
般
競
争

入
札
へ
の
移
行
と
い
う
入
札
制
度
の

改
善
に
よ
り
、
約
３
億
円
の
経
費
が

削
減
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
今
後

の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
佐
倉
市

財
政
運
営
検
討
委
員
会
の
提
言
に
従

い
、
持
続
可
能
な
財
政
を
確
立
す
る

た
め
に
市
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
歳
入
規
模
に
合
わ
せ
た
歳
出
規

模
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
経
常
経
費

の
抑
制
、
新
規
事
業
の
厳
選
、
歳
入

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。
さ
ら
に
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
て
、
財

源
を
重
点
的
、
効
率
的
に
配
分
し
、

経
済
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

な
が
ら
、
的
確
、
柔
軟
な
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
く
。 

●
ち
ば
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
と
佐
倉
の

観
光
振
興
に
つ
い
て 

　
　
千
葉
県
初
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
聞

い
た
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
明
年
２
月
か

ら
４
月
に
全
国
規
模
で
千
葉
の
広
報

宣
伝
を
行
う
と
と
も
に
、
各
旅
行
会

社
は
Ｊ
Ｒ
と
連
携
し
て
、
千
葉
向
け

旅
行
商
品
の
販
売
を
積
極
的
に
行
う
、

未
だ
か
つ
て
な
い
観
光
客
集
客
の
取

り
組
み
で
あ
る
。
佐
倉
市
も
こ
の
機

会
を
利
用
し
て
最
大
限
Ｐ
Ｒ
し
な
い

手
は
な
い
と
考
え
る
。
交
通
機
関
や

宿
泊
施
設
、
各
団
体

等
へ
の
呼
び
か
け
等
、

市
の
取
り
組
み
を
伺

う
。 

　
　
お
も
て
な
し
事

業
や
、
各
施
設
ま
で

の
交
通
手
段
等
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
佐

倉
駅
長
を
始
め
、
観
光
協
会
、
商
工

会
議
所
、
地
元
商
店
主
等
の
協
力
の

も
と
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。

京
成
佐
倉
駅
前
観
光
案
内
所
・
Ｊ
Ｒ

佐
倉
駅
前
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
に
手

荷
物
預
り
所
を
設
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
協
力
を
得
て
、
国
重
要

文
化
財
の
旧
堀
田
家
住
宅
等
を
案
内

す
る
予
定
も
あ
る
。
こ
の
機
会
を
契

機
に
、
広
報
宣
伝
活
動
を
行
う
と
と

も
に
「
お
も
て
な
し
の
心
」
の
醸
成

を
図
る
。 

●
障
害
者
施
策
に
つ
い
て 

　
　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
10
月
実

施
に
向
け
、
地
域
生
活
支
援
事
業
費

全
体
で
１
億
円
か
か
る
が
、
市
が
障

害
者
を
支
え
る
姿
勢
を
伺
う
。

　
　
地
域
生
活
支
援
事
業
へ
の
国
や

県
か
ら
の
補
助
が
少
な
い
の
で
、
今

ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
低
下
さ

せ
な
い
た
め
に
は
市
の
持
ち
出
し
を

増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
点
で
大
変
苦

慮
す
る
面
が
あ
る
。
こ
の
事
業
の
性

格
に
ふ
さ
わ
し
い
国
の
負
担
の
あ
り

方
に
つ
い
て
国
に
対
し
て
働
き
か
け

を
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

●
水
害
対
策
に
つ

い
て 

　
　
７
月
14
日
の
雷

雨
の
際
、
井
野
地
区
・

旧
野
口
屋
裏
は
、
付
近
住
民
が
「
こ

ん
な
水
か
さ
は
見
た
こ
と
が
な
い
」

と
言
う
ほ
ど
の
水
位
と
な
り
、
床
下

浸
水
の
被
害
と
な
っ
た
。
旧
野
口
屋

裏
の
対
策
に
、
排
水
用
パ
イ
プ
の
布

設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。
　
　
　

　
　
現
状
で
は
60
㎝
の
側
溝
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
度
、
既
存
側

溝
の
改
修
や
水
路
用
地
に
余
裕
の
あ

る
箇
所
に
つ
い
て
は
既
存
の
側
溝
脇

に
60
㎝
の
配
水
管
を
布
設
し
、
暫
定

改
修
に
努
め
る
。 

●
市
税
等
の
滞
納
対
策
に
つ
い
て 

　
　
財
政
改
善
の
た
め
市
税
滞
納
額

25
億
５
千
万
円
、
国
保
税
滞
納
額
27

億
円
の
回
収
が
重
要
で
あ
る
。
対
応

策
を
問
う
。

　
　
市
税
滞
納
額
の
縮
減
に
向
け
て

徴
収
計
画
に
基
づ
き
滞
納
整
理
を
実

施
し
て
い
る
が
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
さ
れ
な
い
方
に
は
督
促
状
等
に
よ

り
納
税
を
促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一

定
期
間
の
夜
間
臨
戸
徴
収
と
休
日
納

税
相
談
と
あ
わ
せ
た
納
税
窓
口
を
開

設
し
て
い
る
。
平
成

15
年
度
か
ら
不
動
産

や
電
話
加
入
権
の
公

売
換
価
事
務
も
実
施

し
今
年
度
か
ら
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

を
導
入
し
た
。

●
自
治
会
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ
い
て

　
　
市
民
協
働
は
地
域
の
自
治
会
を

強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
が
「
カ
ギ
」
と
考
え
る
。

対
応
策
を
問
う
。

　
　
議
員
か
ら
も
ご
提
言
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
地
域
づ
く
り
は
地

域
を
リ
ー
ド
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
方
々

の
存
在
が
大
変
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
。
自
治
と
協
働
の
担
い
手
を

つ
く
る
講
習
会
等
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
関
心
を

高
め
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
を
図
る
た
め
講
演
会
を
開
催

し
た
い
と
考
え
る
。

●
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
と
子
供
会
に 

つ
い
て 

　
　
子
供
の
生
活
習
慣
、
モ
ラ
ル
、

マ
ナ
ー
は
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会

が
共
同
で
取
り
組
む
問
題
で
あ
る
。

地
域
の
子
供
会
の
活
動
方
策
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
の
高
揚
の
場

と
し
て
子
供
会
の
存
在
は
重
要
。
そ

の
活
動
は
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め

に
遊
び
を
中
心
と
し
た
様
々
な
体
験

活
動
を
通
し
、
子
供
自
身
が
課
題
を

見
つ
け
、
自
ら
学
び
考
え
主
体
的
に

判
断
し
行
動
し
な
が
ら
課
題
を
解
決

す
る
能
力
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
集
団
で
の
活
動
に
よ
り
モ

ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
体
得
し
、
社
会
生

活
に
お
け
る
ル
ー
ル
は
人
と
の
関
わ

り
の
中
で
学
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
地
域
の
自
治
会
や
各

種
団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
方
々
の
お
力

添
え
の
も
と
、
様
々
な
活
動
の
場
を

つ
く
り
体
験
を
深
め
る
中
で
ル
ー
ル

を
学
び
モ
ラ
ル
を
身
に
つ
け
、
人
へ

の
気
遣
い
の
心
を
養
っ
て
い
け
る
よ

う
な
子
供
会
を
育
て
て
い
き
た
い
。

●
平
和
問
題
　
佐
倉
市
国
民
保
護 

計
画
策
定
に
関
し
て 

　
　
平
時
か
ら
敵
の
攻
撃
、
或
い
は

テ
ロ
を
想
定
し
町
内
会
を
動
員
し
て

の
啓
発
・
訓
練
が
行
わ
れ
る
事
は
憲

法
９
条
違
反
。
戦
争
は
軍
事
作
戦
が

最
優
先
さ
れ
住
民
の
保
護
な
ど
さ
れ

な
い
事
は
沖
縄
の
歴
史
が
物
語
っ
て

い
る
。
平
和
条
例
を
制
定
し
平
和
都

市
宣
言
を
し
て
い
る
事
と
の
整
合
性

が
な
い
。
市
の
姿
勢
を
問
う
。 

　
　
平
和
の
意
義
を
普
及
す
る
事
業

を
実
施
し
な
が
ら
、
同
時
に
市
民
の

生
命
や
財
産
を
守
る
為
の
行
動
の
基

本
と
な
る
国
民
保
護
計
画
を
策
定
す

る
事
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
住

民
の
避
難
、
誘
導
、
救
援
等
の
措
置

を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め

に
備
え
て
お
く
も
の
と
考
え
る
。 

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て 

　
　
子
育
て
を
し
て
い
る
親
達
は
孤

軍
奮
闘
の
時
が
あ
る
。
①
乳
児
宅
訪

問
事
業
の
充
実
に
つ
い
て
②
母
子
世

帯
に
対
す
る
経
済
的
支
援
③
働
き
続

け
ら
れ
る
子
育
て
支
援
策
を
求
め
る
。 

　
　
①
今
後
も
各
保
健
セ
ン
タ
ー
が

地
域
の
拠
点
と
な
り

第
一
子
全
数
訪
問
指

導
の
充
実
に
取
り
組

む
②
今
年
度
よ
り
就

業
対
策
を
開
始
。
こ

の
他
自
立
に
必
要
な

情
報
提
供
や
指
導
等
も
準
備
を
進
め

て
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
の
支
援
策
は
経
済
的
支

援
が
中
心
だ
っ
た
が
今
後
は
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
を
し
な
が
ら
収
入
面

で
も
安
定
し
た
就
業
を
可
能
に
す
る

為
の
支
援
や
就
業
等
の
相
談
体
制
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
③
今
後
も
ニ
ー

ズ
調
査
等
を
進
め
る
中
で
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。 

●
子
ど
も
の
人
権
擁
護
と
子
育
て 

支
援
に
つ
い
て 

　
　
①
佐
倉
市
に
お
け
る
障
が
い
を

持
つ
子
の
就
学
指
導
及
び
就
学
時
健

診
に
つ
い
て
伺
う
。 

②
子
ど
も
の
虐
待
へ
の
対
応
と
庁
内

組
織
及
び
民
生
児
童
委
員
、
教
育
機

関
、
民
間
支
援
組
織
等
と
の
連
携
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　
①
就
学
先
に
つ
い
て
は
、
就
学

指
導
委
員
会
の
審
議
結
果
に
基
づ
き
、

保
護
者
の
意
向
を
十
分
聞
い
た
上
で

判
断
す
る
。
就
学
相
談
に
つ
い
て
も
、

保
護
者
や
学
校
の
求
め
に
応
じ
て
、

学
校
と
保
護
者
の
協
力
体
制
を
築
く

よ
う
対
応
す
る
。
人
的
配
置
に
つ
い

て
は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
県
費

負
担
の
教
員
増
の
要
請
と
、
介
助
補

佐
員
の
派
遣
を
行
っ
て
い
く
。 

②
現
在
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
対

応
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
基
づ
き
、
受

理
会
議
を
行
い
緊
急
性
の
判
断
を
し

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
ケ
ー
ス
検
討
会

議
を
行
い
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
保
健

師
、
民
生
児
童
委
員

等
か
ら
の
情
報
把
握

と
対
応
に
努
め
て
い

る
。
相
談
内
容
は
複

雑
で
深
刻
な
も
の
が

多
く
、
相
談
者
も
年
々

増
加
し
て
い
る
。
専
門
的
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
と
共
に
未
然
防
止
策
が

重
要
と
考
え
る
。 

●
市
の
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て 

　
　
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に
伴

う
問
題
と
影
響
及
び
市
の
障
が
い
者

施
策
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
伺
う
。

市
の
利
用
者
負
担
軽
減
策
の
周
知
、

障
害
程
度
区
分
判
定
と
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
の
関
係
、「
障
害
福
祉
計
画
」

策
定
状
況
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
。 

　
　
佐
倉
市
独
自
の
負
担
軽
減
策
は
、

10
月
か
ら
新
た
に
始
ま
る
地
域
生
活

支
援
事
業
の
周
知
と
あ
わ
せ
て
関
係

者
へ
個
別
に
知
ら
せ
る
。
障
害
程
度

区
分
判
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
使
っ

て
い
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
使
え

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
地
域
生
活
支
援
事
業
の
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
は
、
要
約
筆
記
者
派
遣
事

業
・
養
護
学
校
生
等
日
中
活
動
体
験

事
業
・
移
動
支
援
事
業
。「
障
害
福

祉
計
画
」
と
市
の
「
障
害
者
計
画
」

は
、
一
体
化
し
て
策
定
す
る
。
当
事

者
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
、
当
事

者
の
意
見
を
十
分
取
り
入
れ
、
障
が

い
が
あ
っ
て
も
地
域
で
生
き
生
き
と

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
計
画
を
つ
く
り

た
い
。 

平成/18/年
ª月定例会 2

代
表
質
問 

さくら会 

中村孝治 

公明党 

市政会 

岡村芳樹 

新社会党 

勝田治子 

日本共産党 

臼井尚夫 

市民ネット 
ワーク 
工藤啓子 

市
政
に
関
す
る 

一 
般 
質 
問 

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
議
案
に
関
係
な
く
、
市
政
全
般
に
わ
た
り

質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

　
９
月
定
例
会
で
は
、
11
日
か
ら
14
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
、

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
市
政
に
対
し
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
２
階
市
政
資
料
室
・
市
内
各
図
書
館
に
て

会
議
録
（
12
月
上
旬
発
行
予
定
）
の
閲
覧
、
ま
た
は
、
佐
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
（
12
月
配
信
予
定
）
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※【障害者自立支援法】 

　障害者及び障害児がその有す

る能力及び適正に応じ、自立し

た日常生活又は社会生活を営む

ために必要な障害福祉サービス

等が総合的に提供されるよう、

障害者自立支援法が施行されま

した。 

用語解説 

No.４２ 

兒玉正直 

印旛沼の自然と触れ合う交流 
の場となっている 
　　　    （佐倉ふるさと広場） 

浸水被害が起こりやすい地域の早期 
の全面整備が待たれる 
　　　　　（高野川流域・井野地先） 

※ 

※ 
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人
事
院
勧
告
及
び
職
員
の
給
与
等 

藤
崎
良
次 

　
　
①
佐
倉
市
の
初
任
給
は
国
の
キ
ャ

リ
ア
職
よ
り
高
額
で
、
基
本
給
は
二

種
国
家
公
務
員
よ
り
２
歳
も
高
い
が
？

②
佐
倉
市
に
今
ま
で
裏
金
は
？ 

③
安
心
安
全
へ
の
総
合
窓
口
は
？ 

　
　
①
初
任
給
は
国
基
準
よ
り
２
号

高
い
の
で
今
年
度
か
ら
４
年
間
で
国

水
準
に
下
げ
る
。
地
域
手
当
は
国
６

％
、
市
は
県
に
準
じ
て
８
％
、
１
％

当
た
り
年
間
約
７
千
万
円
異
な
る
。

基
本
給
は
国
、
県
と
昇
給
昇
格
が
異

な
り
差
を
金
額
で
示
す
の
は
不
可
能
。

特
殊
勤
務
手
当
は
支
給
理
由
を
改
め

て
検
討
し
、
適
宜
見
直
し
て
ゆ
く
。

②
過
去
に
お
い
て
も
裏
金
は
存
在
し

な
か
っ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。 

③
市
民
の
不
安
に
対
す
る
相
談
窓
口

は
必
要
で
あ
る
。
税
務
署
、
警
察
等

へ
の
紹
介
も
す
る
よ
う
に
し
た
い
。 

   

懸
念
さ
れ
る
自
殺
者
の
増
加 

山
口
文
明 

　
　
八
年
連
続
し
て
全
国
で
三
万
人

を
越
え
る
自
殺
者
が
出
て
お
り
、
自

殺
未
遂
者
は
こ
の
十
倍
と
推
定
さ
れ

憂
慮
し
て
い
る
。
健
康
問
題
、
経
済
・

生
活
問
題
等
複
合
的
な
要
因
が
考
え

ら
れ
る
。
六
月
に
自
殺
対
策
基
本
法

が
成
立
し
た
が
、
佐
倉
市
の
自
殺
防

止
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。 

　
　
自
殺
者
が
絶
え
な
い
こ
と
は
非

常
に
残
念
で
あ
り
、
周
囲
の
方
々
へ

も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
対

策
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
佐
倉

市
で
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
「
健
康

相
談
」、
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
「
法
律
・
人
権
・
行
政
相
談
」

「
消
費
生
活
相
談
」「
女
性
の
た
め
の

相
談
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
さ
ら
に
総
合
的
な
自
殺
対
策
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

   

市
民
協
働
推
進
条
例
に
つ
い
て 

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
宮
部
恵
子 

　
　
①
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
権
利
を
第
四
条
に
明
記
し
て
い

な
い
理
由
は
何
か
。
②
行
政
参
加
に

つ
い
て
は
市
民
に
意
見
を
求
め
る
の

み
で
市
民
か
ら
の
「
政
策
提
案
」
を

取
り
入
れ
て
い
な
い
。
何
故
か
。
③

市
民
自
治
を
基
本
と
し
て
い
る
か
。 

　
　
①
第
三
条
の
基
本
理
念
で
確
認

し
て
い
る
の
で
、
別
の
条
文
で
明
記

す
る
や
り
方
は
と
っ
て
い
な
い
。
第

四
条
で
は
あ
く
ま
で
も
自
発
的
な
参

加
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
②
政
策

提
案
を
含
め
る
観
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。
市
民
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
で

の
活
動
に
対
し
て
お
話
を
伺
う
用
意

は
あ
る
が
、
制
度
化
は
現
在
考
え
て

い
な
い
。
③
理
念
は
市
民
、
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
対
等
な
立
場
で
主
体
と

し
て
担
っ
て
い
た
だ
く
も
の
。 

   

教
育
問
題
に
つ
い
て 

公
明
党
　
長
谷
川
　

稔 

　
　
①
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
の
市
営

プ
ー
ル
の
死
亡
事
故
を
受
け
、
当
市

の
安
全
管
理
対
応
を
伺
う
。
②
染
井

野
小
学
校
の
教
職
員
不
祥
事
へ
の
対

応
を
伺
う
。
③
外
国
籍
児
童
へ
の
対

応
の
充
実
の
為
の
取
り
組
み
を
伺
う
。 

　
　
①
事
故
を
教
訓
と
し
て
、
管
理

体
制
の
強
化
と
救
助
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

徹
底
を
図
り
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。
②
子
供
た

ち
の
心
の
ケ
ア
を
第
一
と
し
、
全
児

童
の
家
庭
訪
問
を
す
る
ほ
か
、
臨
時

の
校
長
会
議
を
開
き
、
再
発
防
止
の

徹
底
を
指
導
し
た
。
③
外
国
籍
児
童

生
徒
へ
の
指
導
は
各
学
校
で
の
日
本

語
適
応
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

中
心
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
今
後
の

対
象
児
童
の
増
加
も
予
想
で
き
る
た

め
、
さ
ら
に
対
応
を
研
究
し
て
い
く
。 

   

障
害
の
あ
る
方
た
ち
へ
の
防
災
・ 

  

防
犯
情
報
の
提
供
に
つ
い
て 

公
明
党
　
森
野
　
正 

　
　
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
防
災
行

政
無
線
は
、
市
内
の
100
％
を
カ
バ
ー

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
を
補

完
す
る
戸
別
受
信
機
設
置
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
障
害
を

持
つ
方
の
世
帯
に
対
す
る
早
急
な
設

置
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
障
害
に

合
わ
せ
た
情
報
提
供
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　
現
在
、
市
の
無
線
は
ア
ナ
ロ
グ

方
式
だ
が
、
国
・
県
は
今
後
デ
ジ
タ

ル
方
式
に
切
り
替
え
て
い
く
傾
向
に

あ
り
、
各
市
に
も
奨
励
し
て
い
る
。

戸
別
受
信
機
の
無
線
方
式
を
定
め
て

か
ら
検
討
し
た
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等
で
の
情
報
伝
達
の
他
、

最
近
で
は
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
を

使
っ
た
情
報
伝
達
も
行
っ
て
い
る
。 

   

保
育
行
政
の
現
状
と
今
後
の 
  

あ
り
方
に
つ
い
て 

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
入
江
晶
子 

　
　
市
町
村
の
保
育
義
務
や
保
育
環

境
の
最
低
基
準
を
担
保
し
て
き
た
国

の
保
育
予
算
が
削
減
さ
れ
、
公
立
保

育
園
民
営
化
や
保
育
環
境
の
低
下
が

進
行
す
る
中
で
、
保
育
予
算
を
確
保

し
、
民
間
保
育
園
に
も
市
独
自
の
助

成
を
行
う
市
の
姿
勢
を
評
価
す
る
。

①
保
育
園
の
入
所
者
数
と
待
機
児
童

数
に
つ
い
て
伺
う
。
②
今
後
と
も
公

立
保
育
園
を
民
営
化
せ
ず
直
営
を
堅

持
し
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。 

　
　
①
本
年
９
月
１
日
現
在
、
保
育

園
の
入
所
者
数
は
公
立
948
人
、
民
間

484
人
。
待
機
児
童
数
は
77
人
。
②
民

営
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
と
し

て
充
分
研
究
し
て
い
く
が
、
当
面
は

待
機
児
童
解
消
を
優
先
に
民
間
保
育

園
の
誘
致
を
基
本
に
進
め
て
い
く
。 

   

教
育
施
設
に
つ
い
て 

新
社
会
党
　
冨
塚
忠
雄 

　
　
教
育
施
設
の
学
校
間
格
差
は
早

急
に
解
消
す
べ
き
で
あ
る
が
、
特
に

①
井
野
小
の
増
築
②
志
津
中
体
育
館

の
改
築
等
に
つ
い
て
、
考
え
を
お
聞

き
す
る
。 

　
　
井
野
小
学
校
の
仮
設
教
室
は
、

児
童
数
増
加
へ
の
対
応
の
た
め
、
平

成
15
年
４
月
よ
り
使
用
し
て
い
る
が
、

教
育
環
境
の
面
か
ら
考
え
る
と
、
本

設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
今
年
度

の
実
施
計
画
見
直
し
の
中
で
、
校
舎

増
築
に
よ
り
整
備
す
る
方
向
で
計
画

を
し
て
い
る
。
志
津
中
学
校
体
育
館

は
昭
和
42
年
度
に
建
設
さ
れ
、
耐
震

診
断
の
結
果
、
改
修
が
必
要
と
さ
れ

て
お
り
、
平
成
22
年
か
ら
23
年
度
に

か
け
て
改
築
工
事
を
行
う
計
画
で
あ

り
ま
す
が
、
市
内
各
校
の
状
況
を
検

討
の
上
、
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。 

   

市
民
協
働
推
進
の
基
本
的 

  

考
え
方
に
つ
い
て 

さ
く
ら
会
　
川
名
部
　

実 

　
　
市
民
協
働
の
基
本
的
意
義
は
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
で
あ
り
、

行
政
と
市
民
の
責
任
と
役
割
分
担
を

明
ら
か
に
し
、
生
産
的
な
議
論
を
と

お
し
て
、
目
指
す
べ
き
ま
ち
作
り
に

向
け
て
共
に
汗
を
流
す
こ
と
だ
と
考

え
る
。
こ
れ
か
ら
の
少
子
・
高
齢
化

社
会
に
お
い
て
明
る
い
展
望
を
持
つ

た
め
に
は
、
共
助
の
精
神
に
立
っ
て
、

市
民
協
働
の
実
を
挙
げ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
、
市
の
提
案
に
賛
成
す

る
が
、
市
民
に
協
働
の
趣
旨
を
正
し

く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
市
の

基
本
的
考
え
方
を
示
さ
れ
た
い
。 

　
　
今
後
の
社
会
の
あ
り
方
は
関
与

と
共
生
が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
考

え
る
。
市
民
協
働
を
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
に
据
え
て
努
力
し
て
い
く
。 

   

介
護
保
険
に
関
し
て 

日
本
共
産
党
　
戸
村
庄
治 

　
　
改
正
法
が
４
月
か
ら
全
面
施
行

さ
れ
、
一
層
の
負
担
増
に
加
え
要
介

護
度
が
低
い
と
さ
れ
た
高
齢
者
を
サ
ー

ビ
ス
か
ら
門
前
払
い
。
保
険
料
を
取

り
立
て
介
護
は
受
け
さ
せ
な
い
制
度

へ
と
変
質
を
始
め
て
い
る
。
要
介
護

１
以
下
の
高
齢
者
は
福
祉
用
具
の
貸

与
が
中
止
さ
れ
不
安
が
高
ま
っ
て
い

る
。
該
当
者
は
ど
れ
ほ
ど
か
。 

　
利
用
者
か
ら
の
貸
し
は
が
し
を
中

止
し
、
貸
与
の
是
非
は
ケ
ア
マ
ネ
、

主
治
医
の
判
断
を
尊
重
し
、
自
費
購

入
、
レ
ン
タ
ル
に
助
成
対
策
を
と
る

べ
き
。 

　
　
福
祉
用
具
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
平
成
18
年
５
月
の
利
用
者
数

と
し
て
、
特
殊
寝
台
241
名
、
車
い
す

99
名
。
市
と
し
て
は
、
必
要
な
人
が

利
用
で
き
る
よ
う
国
、
県
に
要
望
し
、

独
自
の
助
成
対
策
は
考
え
て
い
な
い
。 

   

ガ
ン
対
策
に
つ
い
て 

公
明
党
　
神
田
徳
光 

　
　
厚
生
労
働
省
が
今
年
８
月
に
発

表
し
た
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、

2005
年
の
１
年
間
に
が
ん
で
死
亡
し
た

人
は
約
32
万
人
で
、
死
亡
者
の
３
人

に
１
人
と
深
刻
な
状
態
に
あ
る
。
早

期
発
見
、
早
期
予
防
の
目
的
で
実
施

し
て
い
る
が
ん
検
診
の
今
後
の
取
り

組
み
と
、
が
ん
研
究
推
進
の
た
め
の

が
ん
登
録
に
つ
い
て
、
市
民
の
認
識

向
上
を
含
め
、
市
の
対
策
を
伺
う
。 

　
　
今
後
、
一
層
が
ん
検
診
の
受
診

率
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
の

早
期
発
見
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
が
ん
登
録
に
つ
い
て
は
、
制
度

と
し
て
位
置
づ
け
は
で
き
た
も
の
の
、

個
人
情
報
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
推

進
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
今
後
の

国
、
県
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

   

民
間
土
地
の
造
成
は
可
能
か 

公
明
党
　
吉
井
大
亮 

　
　
本
昌
寺
所
有
の
土
地
を
佐
倉
市

が
造
成
す
る
こ
と
は
違
法
性
が
あ
る

と
の
提
言
に
市
長
は
「
造
成
す
る
」

と
言
っ
て
い
る
が
、
他
人
名
義
の
土

地
を
市
は
造
成
で
き
る
の
か
。
佐
倉

市
が
造
成
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
こ

と
は
、
間
違
い
で
あ
る
。 

　
　
地
方
自
治
法
に
は
、
民
法
上
の

委
託
に
関
す
る
条
文
が
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
民
法
上
の
手
続
き
に
の
っ

と
っ
て
事
務
を
執
行
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

市
が
造
成
費
を
負
担
す
る
こ
と
を
基

本
合
意
し
て
い
る
も
の
で
工
事
を
行

う
か
ど
う
か
は
規
定
し
て
い
な
い
。

今
後
ど
う
す
る
か
交
渉
す
る
必
要
が

あ
る
。
誤
り
が
あ
る
と
い
う
発
言
は
、

ど
の
点
が
誤
っ
て
い
る
か
を
検
証
す

る
の
で
誤
り
を
指
摘
し
て
頂
き
た
い
。 

個
人
質
問 

中村　孝治 （さくら会）※ 
5市長の政治姿勢   6市民の安全について 
7福祉対策   8経済環境対策 
9道路整備事業   :水道事業について 

岡村　芳樹（公明党） 
5少子対策・子育て施策について 6食育の推進について 
7ちばＤＣ（デスティネーションキャンペーン）と佐倉の観光振興 
　について   8景観について 

工藤　啓子（市民ネットワーク）※ 
5財政、合併、行革都市基盤整備に関わる市長の政治姿勢 
6地方税法改定に伴う市民への影響 
7子どもの人権擁護と子育て支援について 
8障害者自立支援法施行に伴う問題と影響および市の障がい者施策 
　との関わり 

兒玉　正直 （日本共産党） 
5佐倉市財政について  6福祉・医療について 
7水害対策について 

勝田　治子（新社会党） 
5平和問題について  6介護保険について 
7子育て支援について 

臼井　尚夫（市政会）※ 
5財政問題について 
6地域コミュニティ住民自治市民協働の展望 
7志津霊園道路の開通促進について 8教育問題について 

藤崎　良次 
5人事院勧告等に対する市長の政治姿勢 
6安心、安全な社会  7行政運営について 

山口　文明 
5市長の政治姿勢について  6スポーツ医学について 
7指定管理者制度について  8印旛沼について 

宮部　恵子（市民ネットワーク） 
5農地の転用の制限および農地の権利移動の制限について 
6水田の農薬空中散布におけるポジティブリスト制度の施行による 
　行政指導の変化について 
7市民協働推進条例案は市民自治を基本に策定されているか 
8井野東・井野南土地区画整理事業について 

長谷川　稔（公明党） 
5教育問題（市営プール含む） 6水道問題 
7福祉問題 

森野　　正（公明党） 
5公会計制度について 
6障害のある方たちへの防災・防犯情報の提供と個人情報の保護に 
　ついて　　　　　　　　　　7道路の建設と維持について 
8幼稚園と保育園について　　9義務教育における部活動について 

入江　晶子（市民ネットワーク） 
5保育行政の現状と今後のあり方について 
6小中学校施設の耐震化について 
7市立図書館への指定管理者制度導入に対する見解と今後のあり方 
　について 
8入札制度改革について 

冨塚　忠雄 （新社会党） 
5指定管理者導入問題について 
6一般家庭ゴミの収集有料化反対について　　7教育施設について 

川名部　実（さくら会） 
5今後のまち作りの考え方について 
6市民協働の推進について 

戸村　庄治 （日本共産党） 
5競争の導入による公共サービスの改革に関する法律に関して 
6介護保険に関して  7教育基本法に関して 

神田　徳光（公明党） 
5ガン対策について  6自殺防止対策について 
7教育問題について 

吉井　大亮（公明党） 
5行財政問題   6志津霊園問題 

一 般 質 問 通 告 要 旨 

※は持ち時間2時間、（　）内は会派名 

◎上記の通告内容は、佐倉市議会会議規則第60条に基づき質問者から議長に 
　文書で通告のあった内容を基に、大項目のみ掲載しています。 

代表質問 

個人質問 
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9月定例会の議案と議決結果 （議決  ª月29日）

承　　認 ◎ 

承　　認 ◎ 

原案可決 ○ 

認　　定 ○ 

原案可決 ○ 

原案可決 ○ 

市 長 提 出 議 案 ※丸数字は議案番号 

q

採　　択 ◎ 

原案可決 ◎ 

否　　決 △ 

否　　決 △ 

否　　決 △ 

否　　決 △ 

不 採 択 △ 

w

e

!0

@6

q

!3

!4

12月定例会の予定 

◆初　　　日　　12月４日J　　　　　　　　　午後１時から
◆一 般 質 問　　12月11日J～14日M　　　　　午前10時から
◆常任委員会　　12月15日N、18日J～20日L

◆最　終　日　　12月22日N　　　　　　　　　午後１時から
☆日程は変更になることもありますので、事前にお問い合わせ 
　ください。                 　　  　議会事務局1484－6279

【放送予定】
◆初　　　日　　12月５日K　　　　　　　午後５時30分から
◆一 般 質 問　　12月12日K～15日N　　　午後５時30分から

※番組の始めに各議員の放送時間帯をお知らせいたします。 

◆最　終　日　　12月23日O　　　　　　　午後５時30分から

議会を傍聴してみませんか 

CABLENET296の5チャンネルでは、本会議の模様を翌日に放送します。 

　
市
民
の
代
表
と
し
て
市
議
会
に
送
っ
て

頂
き
、
早
３
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
今
９

月
定
例
市
議
会
で
、14
回
目
と
な
る
本
会

議
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
質
問

を
通
じ
て
勉
強
す
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま

す
。
私
自
身
、
成
長
さ
せ
て
頂
い
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
民
意
を

市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
の
代

弁
者
と
し
て
よ
り
一
層
精
進
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。
９
月
定
例
市
議
会
を
終
え

て
・
・
・
。 

（
議
会
報
編
集
委
員
　
岡
村
芳
樹
） 

 

　
議
会
制
度
が
地
方
自
治
法
改
正
で
見
直

さ
れ
ま
し
た
。
議
員
は
複
数
の
常
任
委
員

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

当
議
会
は
先
進
的
に
、
１
日
１
委
員
会
開

催
を
議
運
の
申
し
合
わ
せ
と
し
て
い
ま
す

が
、
各
委
員
長
の
日
程
調
整
は
必
ず
し
も

そ
う
は
な
ら
ず
、
今
回
は
３
委
員
会
同
日

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
は
議

会
の
役
割
が
広
が
り
ま
す
。
市
民
に
と
っ

て
、
身
近
な
議
会
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

（
議
会
報
編
集
委
員
　
宮
部
恵
子
） 

お茶の間でもご覧になれます 

古紙100％再生紙 
大豆インキ使用 
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平成/18/年
ª月定例会

No.４２ 

専決処分の承認を求めることについて
平成18年度臨時特例措置として公営企業借換債が設定されたことに基づき、地方
債の借換えを指定期間内に行うため、歳入歳出それぞれ620万円の増額補正及び
地方債の追加を行ったもの。 

専決処分の承認を求めることについて 
平成18年度臨時特例措置として公営企業借換債が設定されたことに基づき、企業
債の借換えを指定期間内に行うため、資本的収入及び資本的支出の予定額にそれ
ぞれ２億3480万円を増額補正し、借換企業債を起こしたもの。

!5

平成18年度佐倉市介護保険特別会計補正予算
歳入歳出それぞれ7677万3000円の増額補正を行うもの。歳出予算の主な内容は、
国、県、社会保険診療報酬支払基金への前年度介護給付費負担金などの精算に伴
う返還金。

原案可決 

原案可決 

○ !6

@0

佐倉市市民協働の推進に関する条例制定について 
望まれるまちの創造に向けて、市民と行政が相互に協力し、協働して、まちづく
りを推進するための基本的な考え方を定めようとするもの。 

平成17年度佐倉市一般会計歳入歳出決算認定について

認　　定 ○ r 平成17年度佐倉市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

認　　定 ◎ t

w

e

r

t

平成17年度佐倉市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算認定について

認　　定 ◎ y 平成17年度佐倉市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算認定について

認　　定 ○ u 平成17年度佐倉市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

認　　定 ○ i 平成17年度佐倉市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について

認　　定 ◎ o 平成17年度佐倉市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

認　　定 ○ !0 平成17年度佐倉市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

認　　定 ◎ !1 平成17年度佐倉市災害共済事業特別会計歳入歳出決算認定について

認　　定 ○ !2 平成17年度佐倉市水道事業会計決算認定について

平成18年度佐倉市一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ１億3212万7000円の増額補正を行うもので、予算総額は363億
2880万円。歳出予算の主な内容は、国民健康保険特別会計への繰出金の増、井野・
酒々井線道路改良事業に係る用地購入費の増、入札等による額の確定に伴う執行
残の減など。財源については、前年度繰越金を増額し、財政調整基金繰入金を減額。

原案可決 ◎ !7

佐倉市行政手続条例の一部を改正する条例制定について
行政手続法が改正され、国の行政機関が定める政令等の案に対する意見公募手続
が義務化されたこと、また、佐倉市市民協働の推進に関する条例において、市の
機関が提案する条例案に対する意見公募手続を定めることに伴って、行政手続条
例を改正し、市の機関が定める規則等の案に対する意見公募手続を定めようとす
るもの。 

原案可決 ○ !8

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例制定について
障害者自立支援法に基づく介護給付費等の支給申請に対する調査を委託に切り替
え、委嘱による障害程度区分認定調査員を廃止することに伴い、調査員の報酬を
削除するもの及び佐倉市市民協働の推進に関する条例に基づき設置する「佐倉市
市民協働推進委員会」の委員の報酬を定めようとするもの。 

平成18年度佐倉市国民健康保険特別会計補正予算 
歳入歳出それぞれ１億4990万4000円の減額補正を行うもので、歳入予算の主な内
容は、国民健康保険税収入の減。これは、年金所得控除額の見直しに関する激変
緩和措置、平成18年２月議会における税率の修正、課税額の確定に伴うもの。歳
出予算の主な内容は、保険給付費の減及び共同事業拠出金の増。

#6

請　願・陳　情 ※丸数字は請願番号、白抜き数字は陳情番号 

議　員　発　議 ※丸数字は発議案番号 

「農地・水・環境保全向上対策」に関する請願 

出資法の上限金利の引き下げ等を求める意見書 

格差を拡大する教育基本法改正案に反対し廃案を求める意見書 

共謀罪創設に反対し法案の再審議に関して慎重な国会審議を求める意見書 

遺伝子組み換えナタネの自生および遺伝子拡散防止策を求める意見書 

自衛隊の「海外派遣恒久法」の制定に反対する意見書 

・右欄は本会議の議決結果　◎全員賛成、○賛成多数、△賛成少数 

夏期に開会される議会会議中の服装については、省エネなどの観点から、上着・ネクタイの着用は自由としています。（議会運営委員会申し合わせ） 

原案可決 ◎ #2

住居表示に関する法律第３条第１項の規定による本市における市街地の
区域及び当該区域における住居表示の方法について
中志津地区内の開発行為等の施行に伴い、街区が形成された箇所又は今後街区が
形成される予定の箇所を住居表示実施のための区域に含め、住居表示の方法を定
めようとするもの。

原案可決 ○ @2

佐倉市さくらんぼ園の設置及び管理に関する条例制定について
障害者自立支援法に基づく障害児施設のサービスが10月から本格的に開始される
ことに伴い、佐倉市立さくらんぼ園設置条例を廃止し、さくらんぼ園を療育型の
児童デイサービス事業所として位置づけ、規定を整備するもの。

原案可決 ◎ @3

佐倉市立学童保育所設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例
制定について
小竹学童保育所を平成18年12月１日から設置するもの。小学校１学年から３学年
までの児童の入所等に支障がない学童保育所等は、４学年から６学年までの児童
の入所等も可能にするものなど。

原案可決 ○ !9

佐倉市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
健康保険法等の改正に伴い、70歳以上の高齢者のうち、現役並みの所得者について、
一部負担金の割合を２割から３割に引き上げようとするもの及び出産育児一時金
の支給額を30万円から35万円に引き上げようとするもの。

原案可決 ◎ 
佐倉市道路線の認定について 
鏑木町地先の２路線を佐倉市道路線として認定するもの。 

@7 原案可決 ◎ 
佐倉市道路線の認定について 
城内町地先の１路線を佐倉市道路線として認定するもの。 

@8 原案可決 ◎ 
佐倉市道路線の認定について 
上志津原地先の１路線を佐倉市道路線として認定するもの。 

@9 原案可決 ◎ 
佐倉市道路線の認定について 
臼井及び臼井台地先の各１路線を佐倉市道路線として認定するもの。 

安全でゆきとどいた医療・看護をするために、看護職員の人手不足の緊
急改善を求める陳情 

#0 原案可決 ○ 
佐倉市道路線の認定について 
城地先の１路線を佐倉市道路線として認定するもの。 

〈閉会中の継続審査となっていた陳情〉 

#1 原案可決 ◎ 
佐倉市道路線の変更について 
都市計画道路太田・高岡線Ⅰ－33号線の終点を延長し、整備するもの。 

#3 同　　意 ◎ 
教育委員会委員の任命について 
関山邦宏（せきやまくにひろ）氏を引き続き任命するもの。 

○ 
佐倉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 
平成18年度地方税制改正による地方税法施行令の改正に伴い、介護保険納付金の
課税限度額を８万円から９万円に引き上げようとするもの。

原案可決 @1 ◎ 
佐倉市立幼稚園園児保育料徴収条例の一部を改正する条例制定について 
在園児を対象に「預かり保育」を実施するに当たり、保育料の徴収に関し必要な
事項を定めようとするもの。 

原案可決 @4 ○ 

佐倉市重度心身障害者の医療費助成に関する条例の一部を改正する条例
制定について 
障害者自立支援法の制定に関連して児童福祉法の改正が行われたことに伴い、引
用条項を改めようとするもの。 

原案可決 @5 ◎ 

農業団体等の融資に関する損失補償及び利子補給条例を廃止する条例制
定について 
この制度は現状では利用がなく、新たな各種助成制度等が整備されていることか
ら、廃止するもの。 

佐倉市のホームページからどうぞ！ 
http://www.city.sakura.lg.jp

佐倉市議会 をクリックしてください 
佐倉市議会のホームページも 

ご覧ください 

インターネットで会議録検索 

　市議会の会議録をインターネット

上で検索・閲覧することができます。 

　平成元年以降の市議会の本会議会

議録の内容が検索できます。 

○市議会ホームページから 

　 会議録検索システム  を選択 


